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   We report a case of papillary cystadenoma of the left epididymis in a 37-year-old single man. 
He visited our clinic complaining of painless tumor in the left scrotum. The physical and radiolo-
gical examinations showed no signs of von Hippel-Lindau syndrome. Surgical exporation re-
vealed a 15  x  15 x  10  mm tumor on the head of the left epididymis. Histopathological examination 
suggested efferent duct ectasia with papillary formation, with cuboidal epithelium, which was finally 
diagnosed as papillary cystadenoma of the epididymis. This is the 16th case of papillary cystadeno-
ma of epididymis in Japan. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 363-366, 1992) 
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2).これ らの 所 見 は腫 瘍 が,拡 張 した 精 巣 輪 出 管 よ り
発 生 した こ とを 示 唆 す る もの で あ っ た.
以上 の所 見 よ り左精 巣上 体papillarycystadenoma
(hamartoma)と診 断 され た.
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考 察
精 巣 上体 原 発 腫 瘍 は,三 宅 ら2)の集計 に よ る と,本
邦 で238例の報 告 が あ り,良 性 腫 蕩 は193例(81%)を
占め る,そ の うち過 半 数 は,ア デ ノマ イ ド腫 瘍 で,
papillarycystadenomaは,本邦 に お い ては,わ れわ
れ が調 べ え た 範 囲 で は,自 験 例 を 含 め て16例の 報 告 を
み るにす ぎ ない2-13)(Tablel).
本邦 症 例16例25腫瘍 に つ き検 討 す る と,年 齢 は20歳
代 か ら30歳代 の青 壮 年期 に 多 く,69%を 占め る.患 側
に つ い ては,両 側 発 生 が8症 例 と5割 を 占め,対 側 の
検 索 も十 分 に 行 う必 要 が あ る とい え る.部 位 に つ い て
は,精 巣 上 体 頭 部 が92%を 占 め る.欧 米 の報 告 で も,
平 均発 症 年 齢36.6歳,部 位 は 精 巣 上 体 頭 部 に 最 も多
く,44%は両 側 発 生 で あ る14).また,勇 精 索 部 に 発生
した例 の,女 性 の 卵 管間 膜 に発 生 した 例15)も報 告 さ
れ て い る.大 ぎ さ は,0.5cmか ら2.5cm径,平
均L7cm径 で あ った.本 腫 瘍 の発 生 に つ い て は,
Mostofi16)および ツ ダ ら3)の報 告 に あ る よ う にme-
sonephrone由来 と さ れ,精 巣 上 体 頭 部 のefferent
ductから発 生 し さま ざ ま な拡 張 を き た し てcystを
形成 す る といわ れ て い る,加 え て,本 疾患 の特 徴 に眼
底血 管腫,小 脳 血 管 芽 腫,肝 腎 膵 の 嚢 腫 また は 腫瘍
を特 徴 とす る 常 染 色体 優 性遺 伝 疾 患 のvon-Hippel-
Lindau病な い し,Lindau病の 合併 が あ げ られ る.
Wittenら17)はこれ らの 合 併 疾 患 が 将来 に お いて も,
発 症 す る可 能 性 が あ り厳 重 な 経 過観 察 が必 要 で あ る と
のべ て い る.7歳 児 の報 告 〕3)もあ り,Priceら18)の
主 張す る よ うにLindau病 の 一 部 と し て,限 局 性 発
育 障害 に よ る,形 態 異 常 を 伴 う腫 瘍 性 増 殖 と 考 え る
hamartomaが精 巣 上 体 に 発 症 した と い う説 も否 定
で き ない.さ らに,不 妊 を 主 訴 と した無 精 子 症 は6例
を数 え,う ち5例 は 両 側 発 症 で あ る こ とも注 目され,
閉塞 性 無 精 子 症 の 一 因 と も考 え られ る.
本 症 例 は,詳 細 な家 族 歴 調 査,眼 底 検 査,精 液 検査
頭部CT,腹 部CT等 全 身 検 索 を 行 った が,多 発 性 肝
嚢胞 を 認 め る以外,vonHipPel-Lindau病等 遺 伝 性
疾 患 を疑 う所 見 は え られ なか った.
結 語
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